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企画趣旨

• 平成23年3月の東日本大震災においては、全国か

らの派遣も含めた災害時歯科支援が行われた。こ
の経験から全国的に標準化された災害時歯科保健
医療体制づくりがすすめられている。

• 平成28年4月の熊本地震においては、主に九州地

区からの派遣が行われ、統一されたアセスメント票
の使用など、多くの点において東日本大震災後の
活動経験からの教訓が生かされたものの、新たな
課題も多くみつかった。

• これらの課題の共有と検討から災害時歯科口腔保
健対応の改善案の提示等を行い、今後の災害時の
歯科保健医療体制づくりを探る。
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2011年4月〜5月治療内容
（患者総数1457名、男性612名、女性845名）

東日本大震災 歯科医療班の治療内容

21%

6%

38%
6%

29%

カリエス処置

外科処置

義歯関係

脱離

指導・その他

処置内容別割合

岩手県歯科医師会報告書
2011.3.11 東日本大震災と地域歯科医療

岩手県

49
%

15
%

11
%

9%
4%
3%

義歯修理・調整
15％

口腔内衛生状態
ﾁｪｯｸ・口腔ｹｱ
49％

歯周治療処置
11％

保存修復処置
9％

歯内療法処置
４％

消炎鎮痛処置
３％

2011年3月から9月

東日本大震災報告書ー東日本大震災への対応と提言
社団法人宮城県歯科医師会、平成24年3月11日

宮城県
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共通の記録様式の提案

• 全国で、かつ多職種で、共通した様式が必要。
それを、平時から手に入り用意しておくことが必
要。

• やっていないのか？やったが不明だったのか？
などで迷うことないように、各項目ごとにチェック
ボックスをつくっておいて、全て埋めてもらうな
ど、後の集計整理を考えた様式が必要。

評価しにくい情報が、活かせる情報へ！
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非被災自治体

歯科界の共通様式 の必要性と可能性
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北原稔（神奈川県厚木保健福祉事務所），

今後の大規模災害時の公衆衛生歯科機能を考える「災害時口腔保健アセスメントの標準化
について」，第31回地域歯科保健研究会(夏ゼミ)ｉｎ盛岡，平成25年7月27日

「災害時の歯科保健医療体制をめぐって ～平成28年熊本地震等を受けて～」
第66回口腔衛生学会ミニシンポジウム，2017年5月31日



避難所等
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「災害時公衆衛生歯科機能について考える会」提言，平成25年10月
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目的：継続的な共通アセスメントにより、必要な時に
必要な所に必要とされている支援を届ける！

他職種主導
自治体主導

（多職種、歯科職も）

現場（歯科医師会・
歯科衛生士会）主導
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避難所
アセスメント票（例）

被災者の健康ニーズ
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「災害時公衆衛生歯科機能
について考える会」提案
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レベル３
（個人レベル）
フェーズ３以降継続
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災害時避難所等
口腔保健ｱｾｽﾒﾝﾄ票

項目

基本情報（＊事前把握）

（１）対象者＊
避難者数

高リスク者数

（２）環境
水・洗口場の
確保状況

（３）用具
歯ブラシ・歯磨剤

の確保状況

（４）行動
口腔衛生行動

介助の有無

（５）症状
痛みや不自由さ
の有無

（６）歯科医療
歯科保健医療
の確保状況

その他

「災害時の歯科保健医療体制をめぐって ～平成28年熊本地震等を受けて～」
第66回口腔衛生学会ミニシンポジウム，2017年5月31日



各避難所のアセスメント票（レベル２）を
入力して簡単な加工で迅速に資料化

（北原による加工例）

北原稔（神奈川県厚木保健福祉事務所），
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厚労省：急性期から中長期にわたる医療提供体制
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厚生労働科学研究 災害における公衆衛生的な活動を行う支援組織の創設に係る研究班
http://plaza.umin.ac.jp/~dheat/dheat.html
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「歯科」が必要とされるためには

• 同じ言語、同じ質を担保する

• 教育研修体系の一元化が必要

• 認定もでき、派遣候補リストともなる

• 必要な患者さんに必要なケアを必要なタイミ
ングで届ける

• 必要なのは組織としての統一性と継続性

• 不必要なのは個人の判断

歯科として、まとまろう！
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災害歯科保健医療連絡協議会 ※平成２７年４月設置

大規模震災後の避難所・仮設住宅、被災者等への歯科保健医療の提供は、JMATと帯同する病
院歯科医師から、中長期の仮設住宅・高齢者施設等への口腔ケアや歯科相談等の提供に至るま
で、様々な歯科関係職種の継続的な支援が必要である。
そのため、日本歯科医師会主導の下、歯科関係団体同士の連携や災害対応に関する認識の共
通化を図るとともに、各歯科団体独自の行動計画等の情報集約や共有を促し、有事に際して国や
都道府県との連携調整を行い、被災地の歯科医療救護や被災者の歯科支援活動を迅速に効率よ
く行うべく、協議していく。

災害時の連携体制の構築に向けて

○ 大規模災害時等に向けて歯科関係団体同士が有機的に連携し、災害対応に関する認識の
共通化を図ることを各団体の共通認識として進めていく

○ 平成28年度内に、災害歯科保健医療連絡協議会に参画している各団体の役割分担を記載
し、

各参画団体が共有する災害歯科保健医療に係る行動指針を作成予定

＜目的＞

＜参画団体＞

①日本歯科医師会 ②都道府県歯科医師会（全国7地区歯科医師会）③日本歯科医学会
④日本私立歯科大学協会 ⑤国立大学歯学部長・歯学部附属病院長会議 ⑥全国医学部附属病
院歯科口腔外科科長会議 ⑦日本病院歯科口腔外科協議会 ⑧日本歯科衛生士会 ⑨日本歯
科技工士会 ⑩全国行政歯科技術職連絡会 ⑪日本歯科商工協会
※オブザーバー：内閣府、厚生労働省、日本医師会（JMAT関係者）、防衛省ほか

＜確認事項＞
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災害時の連携

災害医療コーディネーター
DMAT／日赤／災害医療センター

災害対策本部
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団体協議会） 口腔機能支援
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災害食学会
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JDA-DAT

（日本栄養士
会）

JMAT（日本

医師会災害
医療チーム）
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支援チーム
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ナース
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NGO
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口腔衛生
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食べる支援における
多職種連携

「口腔保健・予防歯科学」医歯薬出版
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話題

● 行政歯科職による災害時対応

楠田美佳（熊本県有明保健所）

● JMAT（日本医師会災害医療チーム）に参加する歯科のあり方

門井謙典（兵庫医科大学歯科口腔外科学講座）

● 避難所等歯科口腔保健標準アセスメント（レベル２）のその後と改訂

森谷俊樹（岩手県健康国保課）

● 平時からの受援体制構築の演習訓練と情報集約システム（J-Speed
等）について

北原 稔 （神奈川県小田原保健福祉事務所足柄上センター）

● 歯科保健医療支援撤収にあたっての地元への引き継ぎ

中久木康一（東京医科歯科大学顎顔面外科分野）

● その他

（追加発言）井下英二（滋賀県衛生科学センター）、ほか
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